
ソーシャルワークが国連の
持続可能な開発目標（SDGs）に
貢献できること

国際的な舞台における
ソーシャルアクション

2022年 日本ソーシャルワーク学会セミナー



私は…

IFSW国連諮問委員長 （任意役職）

スイスで（株）WoBeの取締役として
ソーシャルワーク実践者
（分野：住宅、心身障がい者、高齢者、
農福連携）



国際ソーシャルワーカー連盟（IFSW）

• 140か国以上のナショナル協会と500万人以上のソーシャルワーカー

•各種諮問委員会（教育、人権、倫理、先住民、国連）



IFSW国連諮問委員会

• 22人の委員（11の時間帯より）

• 6か所の本部及び支部

•多様な課題は住宅、SDGs、子ど
も、女性、高齢者、気候変動、保
健医療、社会保障、難民、薬物な
どを含む



IFSW国連諮問委員会



IFSW国連活動

取り組み例



開発への権利に関する
条約案に係るIFSW声明文



最近の課題
国連ジュネーブ事務所

健全な自然への権利に関する決議

（人権理事会 第48/13/2021号）

第26回気候変動枠組条約締約国会議

（COP26）

「私たちの共通の課題」

（Our Common Agenda）

高齢者の権利に関する決議



IFSW
ポリシー
ペーパー：
ソーシャル
ワークと
国連SDGs



ソーシャルワークにとって
SDGsの意義

「 IFSWは、ソーシャルワーク
専門職こそが強力で認めら
れたパートナーになり得るど
ころか、そうでなければならな
いと承知している。」

「IFSWは、国連の社会開発目標を肯定し、
支持し、それらがグローバルなレベルで社
会的、経済的、環境的な変革を促す勢いと
機会を与えていることを認めている。」



ポリシーペーパー

発案からポリシーペーパーまで

2017年～2021年



SDGsの活用方法

パートナーシップ
（全社会的アプローチ）

ボトムアップ 可視化



ソーシャルワークとSDGsに係る
ポリシーペーパーの示唆

IFSWの呼びかけ

• 国連のSDGsの実行に関する機会と不備に対処すること

• ソーシャルワーカーは変化の促進者であるように自覚すること

• 我々が実践の中で協働している人々に影響を及びしている気候正義の必要性を明言すること

• 強い協働関係を構築し、グローバル、ナショナル、ローカルな行政に働きかけること

• 社会サービスの提言を行い、有力で高度な技術をもつソーシャルワーク専門職を推進すること

• ソーシャルワーク教育、養成校、養成のカリキュラムに、社会保護制度、国連のSDGs、を統合すること

• 権力関係の批判的な分析と、今後の行動計画及び政策に積極的に貢献できるように会員を支援すること



人 々 の

サミット
6月29日～7月2日



リンク集

• www.ifsw.org

• https://www.local2030.org

• 連絡先：

• Priska.fleischlin@ifsw.org 

https://www.local2030.org/
https://www.local2030.org/

